
 

ユーザプロファイルに基づく情報提供システムの提案 
A Study of User-Profile-based Information Retrieval System 

  清水 直樹†            桐村 昌行† 
           Naoki Shimizu           Masayuki Kirimura 

  
 

1. はじめに
今や携帯電話は 1人 1台の時代となり、生活にはかかせ
ないものとなっているが、その主たる利用目的は通話と電
子メールであり、パーソナルコンピュータの使用目的の上
位に WWW 上の情報アクセスが挙げられているのとは状況を
異にしている。その主な要因は、携帯電話の画面、文字入
力方法からくる制限により利用者が望むタイミングで迅速
に欲しい情報を入手することが困難なためと、利用者が望
む情報に到達するまでにいくつもの画面を辿らねばならず、
しかもその途中の過程全てにパケット代がかかるために情
報検索にかかる通信コストが、得られる情報に比較して高
価なためと考えられる。 
本稿では、ユーザプロファイル（利用者の現在の状況や過
去のアクセス履歴、好み）を基に利用者がその場で欲しい
情報を迅速に入手できる情報システムについての提案を行
う。 
 

2. 提案システム 
2.1 ユーザプロファイル 
情報アクセスに利用するユーザプロファイルは、ユーザ
(利用者)の興味のある事項や過去にアクセスした情報の履
歴などのスタティックなものと、情報をアクセスしようと
している時点でユーザがおかれている環境（場所、時間、
状況）を表すダイナミックなものに大別できる。 
これらのユーザプロファイルを利用して携帯電話からの情
報検索の効率を向上させる研究は、閲覧した情報の履歴を
利用するもの[1]、場所に関する情報を利用するもの[2]、
あるスポット内での人間の行動を監視することによるもの
[3]などがあるが、本稿ではさらにユーザの携帯している
もの（携帯物）の情報を組み合わせることにより、ユーザ
の求めている情報により正確に応えられる情報システムの
提案を行う。 

2.2 ユーザプロファイルと携帯物の組合せ 

ここでは、位置、時間、環境（温度、天候、騒音、明る
さ）、予定表などのユーザプロファイルと携帯物の組合せ
から欲しい情報を予測出来る可能性につき述べる。 
表１は、所持している形態物と状況の組合せから得られる
利用者が望む（であろう）情報の例を挙げたものである。
始めの例にあるように同じ携帯物を所持していても 
ユーザのおかれている状況によって必要とされる情報が 
異なってくる。またここでは、ある携帯物を所持してい 
 

 
表１ 携帯物と状況により必要となる情報 

 
る場合について述べたが、反対に所持していないこととあ
る状況の組合せによって必要となる情報も考えられる。例
えば、雨が降っていて、傘を持たずに家を出ようとしたら、
「傘を持っていけ」というメッセージ(情報)を表示し、家
を出たときは傘を持っていたのに、電車を降りようしたと
きに傘を持っていなければ、「傘を忘れています」という
メッセージを表示することも可能である。さらには、傘を
持たずに外出し、電車に乗っている間に雨が降り出したら、
傘を売っている場所の情報を表示することもできる。 
 
2.3 システム概要 
 図１に提案する情報システムの構成例を示す。 
携帯物の情報は無線 ID タグ（RFID）によってユーザの携
帯電話に通知され、携帯電話上のプロファイル管理プログ
ラムが、プロファイル（場所、時間、スケジュールなど）
との組合せから
ユーザの望むで
あろう情報を判
断して表示を行
う。ユーザの望
む情報は、上記
の傘の置き忘れ
に関するメッセ
ージのようにあ
らかじめ端末内
に保持している
ものもあれば、
表１に挙げられ
た情報のように
インターネット
などから入手し
てくる必要のあ
るものもある。 

      図１ 提案システム 
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3. 携帯物の取り扱い 
3.1 携帯物であることの判断 
すべてのものに RFID がつけられているような世界にお
いては近傍にあるものすべてが ID を持つために、自分が
携帯（所持）しているものなのか、単に傍にあるだけのも
のなのかを判断する必要が生ずる。提案システムでは、近
傍に存在する RFID のリストを保持し、ユーザの位置（GPS
利用）がある一定の距離以上移動する度に ID リストをチ
ェックし、移動前と移動後の両方のリストに入っているも
のを「携帯している」とみなしている。 
 
 
3.2 携帯物情報のセキュリティ 
上記で提案したシステムのように携帯物の情報は非常に
有効な情報である一方、個人がどんなものを所持している
かを他人に知られてしまうと言うプライバシーの問題も存
在する。企業は、その人が所持している持ち物の情報を基
にセールス情報やダイレクトメールを送ろうと試み[4]、
さらには電車で隣に座った人に、洋服から財布の中のカー
ドの種類まで全てを知られてしまう危険性もある。ここで
は携帯物の情報の有用性を生かしつつ、個人情報の侵害を
防ぐ方法を提案する。 
RFID の有用性を保つということから、既存の RFID を取
り外してしまったり、無効にするという方式ではなく、既
存の RFID（これを以後第 1の RFIDと呼ぶ）に加えて第
2の RFIDを貼付することにより、第 1の RFIDの情報が
他人に漏洩するのを防ぐ（パスワード等により所有者は解
読可能な）方法を考える。 
以下に提案する 3つの方式を説明する。 
（図２を参照） 
（１） 第 1 の RFID と第 2 の RFID で電波を飛ばす距離を

変える方式（アクティブ方式 RFID） 
第 1 の RFID の送信範囲は数 mm、第 2 の RFID の送信範囲
は数 cm～数ｍとし、第 2 の RFID を第１の RFID の信号を
読み取れるほど近接に貼付し、第 1 の RFID の情報を読み
取って暗号化して送信することで、第 1 の RFID から数 mm
以上離れたところからは、暗号を解かないと第 1 の RFID
の情報を読み取ることができないようにする。 
（２） 第 1 の RFID への電波を第 2 の RFID が遮蔽する方

式（パッシブ方式 RFID） 
第２の RFID を第１の RFID を覆い隠すようにして貼付して、
第 1 の RFID が電波を受けるのを遮断して第 1 の RFID が外
からのスキャン電波に応答しないようにすると同時に、ス
キャン電波を受け取った第 2 の RFID は微弱電波を出して
第 1 の RFID の内容を読み取り暗号化してスキャン電波へ
の応答として返すことにより、暗号を解かないと第 1 の
RFID の情報を読み取ることができないようにする。 
（３） RFID 内のプログラムで制御する方式（パッシブ

方式 RFID） 
第 2 の RFID は 1 回のみ書き込みが可能なメモリを持つも
のとし、利用者は暗号化装置を用いて第 1 の RFID の情報
を読み取って暗号化し、第 2 の RFID の該メモリに書き込
んだ後、第 2 の RFID を第 1 の RFID の近傍に貼付する。第
1 の RFID は外部からのスキャン電波を受け取ると数秒間
タイムアウトを待ち、その間に第 2 の RFID からの所定の
応答禁止信号を受け取った場合には、スキャン電波への応

答を中止し、また応答禁止信号をタイムアウトまでに受け
取らなかった場合には、通常どおりに応答を返すようプロ
グラミングする。一方、第 2 の RFID はスキャン電波を受
け取ると第 1 の RFID のタイムアウト時間よりも 1 桁短い
時間内に第 1 の RFID への応答禁止信号とスキャン電波へ
応答（暗号化された第 1 の RFID の情報）を送信するよう
にし、暗号を解かないと第 1 の RFID の情報を読み取るこ
とができないようにする。 
 
 

 
図２ 携帯物情報の漏洩防止方式 

 
 
4. おわりに 
本稿では、ユーザプロファイルとユーザが所持している
携帯物の情報を組み合わせることで、ユーザがおかれてい
る状況において望んでいる情報を迅速に提供するシステム
とそこで利用する携帯物情報のセキュリティについての提
案を行った。 
今後は携帯電話への実装方式とユーザの望む情報をよりい
っそう正確に提供する方式についての研究を行う予定であ
る。 
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